
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

   １
１
０
０
万
年
前
の
宮
城
地
区
は
ま
だ

海
底
で
し
た
。
そ
し
て
、
徐
々
に
陸
地
が

隆
起
し
、
日
本
列
島
の
形
成
が
進
み
ま
し

た
が
、
８
０
０
～
６
０
０
万
年
前
に
定

義
・
作
並
・
秋
保
・
愛
子
・
折
立
・
紫
山
・

根
白
石
ま
で
を
外
円
と
す
る
白
沢
カ
ル

デ
ラ
が
誕
生
。
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き

た
広
大
な
凹
地
は
、
少
な
く
と
も
６
回
の

大
噴
火
で
形
成
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

３
万
年
前
位
に
石
器
を
用
い
、
狩
猟
生

活
を
行
う
人
達
が
仙
台
市
内
に
出
現
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
宮
城
地
区
内
で
確
認

で
き
る
の
は
、
約
１
万
年
前
の
縄
文
時
代

に
入
っ
て
か
ら
で
、
こ
の
時
代
の
遺
跡
が

現
在
ま
で
に
76
カ
所
発
掘
さ
れ
、
吉
成
地

区
以
外
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
区
に
人
間

が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

弥
生
時
代
の
遺
跡
は
、
宮
城
地
区
で
２

カ
所
の
み
で
す
。
こ
の
少
な
さ
は
単
に
未

発
見
だ
け
な
の
か
土
器
が
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
だ
け
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

３
世
紀
中
頃
か
ら
古
墳
時
代
が
始
ま

り 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

★
日 

時 

８
月
22
日
（
火
） 

13
時
30
分
～
15
時 

★
場 

所 

仙
台
市
広
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

セ
ミ
ナ
ー
室 

   
本
会
は
、
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）

９
月
の
活
動
再
開
後
、
ほ
ぼ
月
１
回
の

定
例
学
習
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
活
動
・
定
例
学
習
会
の

歩
み
全

78
ペ
ー
ジ
の
取
り
ま
と
め
資

料
を
基
に
こ
の
歩
み
を
振
返
り
ま
す
。 

       
 

 
 

 
 

  
遥
か

46
億

年

前

に

地

球

が

誕

生

し

た

時

代

か

ら

現

代

ま

で

を

全

３

回

で

学

ぶ

、

そ

の

【
第
一
弾
】 

の
学
習
会
が
７
月
30
日
（
日
）
に
広
瀬
市

民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

学
習
会
は
、
42
枚
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

ス
ラ
イ
ド
と
Ａ
３
判

12
枚
の
年
表
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
地
球
誕
生
か
ら
室
町
時
代
ま

で
の
宮
城
地
区
が
テ
ー
マ
。
46
億
年
前
に

地
球
が
誕
生
し
、
約
35
億
年
前
に
生
命
体

が
誕
生
。
そ
の
後
、
宮
城
地
区
の
陸
地
が

ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
た
。 

２
４
０
０
～
１
５
０
０
万
年
前
に
日

本
海
が
で
き
た
と
言
わ
れ
、
１
６
０
０
～

１ 

発行 

仙台市宮城地区

郷土史探訪会 
会 長 瀧原廣一 

編 集 相沢良雄 

連絡先 

090-6626-9819 

７
月
学
習
会 

宮
城
地
区
の
概
略
通
史
【
第
一
弾
】 

「
冥
王
代
か
ら
中
世
の
宮
城
地
区
」
の
歴
史
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た 

８
月
学
習
会
の
お
知
ら
せ 

「
宮
城
地
区
郷
土
史
探
訪
会
３
７
年
間
の
活
動
・
定
例
学
習
会
の
振
返
り
」 

り
、
土
師
器
や
須
恵
器
の
使
用
、
古
墳

の
造
営
、
漢
字
の
使
用
、
仏
教
や
儒
教

の
伝
来
な
ど
が
こ
の
時
代
の
特
徴
で
す

が
、
宮
城
地
区
で
も
こ
れ
ら
の
土
器
が

出
土
し
て
お
り
、
古
墳
時
代
を
含
む
古

代
の
遺
跡
が

46
カ
所
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
土
師
器
や
須
恵
器
は
大
倉
や
作
並
・

新
川
か
ら
の
出
土
が
な
く
、
芋
沢
が
少

な
く
、
古
墳
は
宮
城
地
区
全
体
か
ら
発

見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
宮
城
地
区
か
ら
、

須
恵
器
を
焼
く
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
窯
跡
が
多
く
発
見
さ
れ

て
い
る
地
域
と
の
行
き
来
が
あ
っ
て
、

手
に
入
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
ま
す
。 

飛
鳥
時
代
・
奈
良
時
代
に
、
本
格
的

な
国
づ
く
り
の
中
で
、
地
方
の
国
・
郡
・ 

里
（
郷
）
の
設
置
が
進
み
、
宮
城
町
誌

に
「
宮
城
地
区
に
丸
子
や
科
上
な
ど
の

郷
が
で
き
て
い
た
」
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
時
分
は
ま
だ
郷
が
形

成
さ
れ
る
程
の
戸
数
が
そ
ろ
っ
て
い
な

か
っ
た
と
見
た
方
が
良
い
よ
う
で
す
。 

平
安
時
代
の
後
期
に
入
る
と
、
こ
れ

ま
で
宮
城
町
誌
等
で
全
く
触
れ
ら
れ
て 

仙
台
市
宮
城
地
区
郷
土
史 

探
訪
会
通
信 

（１面） 令和５年８月１日（火）                       第４号 

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
愛
子
六
郎{

源
頼

景}

氏
が
愛
子
の
地
に
荘
園
を
所
有
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
関
東
方
面
か

ら
新
し
い
地
頭
職
が
宮
城
郡
や
名
取
郡

に
任
命
さ
れ
、
宮
城
地
区
に
も
平
家
の

落
人
な
ど
と
共
に
進
出
し
て
き
ま
し

た
。
国
分
氏
や
郷
六
氏
、
平
貞
能
氏
、

大
倉
氏
な
ど
で
す
。
そ
し
て
、
平
安
時

代
後
期
に
創
建
の
諏
訪
神
社
に
次
い
で

宇
那
禰
神
社
、
小
倉
神
社
な
ど
が
創
建

さ
れ
ま
す
。 

南
北
朝
時
代
や 

室
町
時
代
に
入
る 

と
、
国
分
氏
の
家 

臣
達
の
城
館
が
築 

か
れ
、
寺
院
が
地 

区
内
に
設
け
ら
れ 

よ
う
に
な
り
、
次 

第
に
現
在
の
大
字
の
元
に
な
っ
た
近
世

の
村
々
も
形
成
さ
れ
始
め
ま
し
た
。 

今
回
の
学
習
は
こ
こ
ま
で
で
、
こ
の

続
き
は
期
日
未
定
で
す
が
、
第
二
弾
の

「
近
世
の
宮
城
地
区
」
で
扱
わ
れ
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２面） 令和５年８月１日（火）                       第４号 

は
じ
め
に 

郷
六
地
区
は
宮
城
地
区

（
旧
宮
城
町
）
に
お
い
て
、

芋
沢
地
区
と
と
も
に
最
も

東
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
郡
山
官
衙
や
多
賀

城
国
府
、
城
下
町
仙
台
に
最

も
近
い
場
所
に
立
地
し
て

い
る
訳
で
す
。
こ
の
立
地
条

件
が
郷
六
地
区
の
歴
史
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
具
体
的
に
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

な
お
、
紙
面
の
関
係
で
概

略
の
記
事
に
な
る
こ
と
を

ご
容
赦
願
い
ま
す
。 

こ
の
郷
六
地
区
、
形
式
上

は
慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）

の
仙
台
藩
誕
生
（
仙
台
開

府
）
の
時
点
か
ら
、
明
治
22 

年
（
１
８
８
９
）
４
月
１
日

の
町
村
制
に
よ
り
広
瀬
村

が
誕
生
す
る
ま
で
、
お
よ
そ

２
８
８
年
間
に
わ
た
っ
て

「
郷
六
村
」
と
い
う
一
つ
の

村
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
誰
も

が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

た
だ
、
果
た
し
て
い
つ
か
ら

郷
六
と
い
う
地
名
が
生
ま

れ
た
の
か
、
ど
う
い
う
由
来

が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
案
外
あ
や
ふ
や 

な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

な
お
、
形
式
上
と
い
う
の
は
、
国
分
氏

の
家
臣
が
郷
六
・
愛
子
・
大
倉
な
ど
に
城

館
を
構
え
始
め
た
こ
と
や
、
水
田
の
用
水

の
あ
り
方
な
ど
を
め
ぐ
る
農
民
間
の
協

力
や
年
貢
を
ま
と
め
て
納
め
る
な
ど
し

て
自
治
意
識
が
高
ま
り
、
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
ま
と
ま
り
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

ほ
ぼ
村
の
原
形
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
「
惣
」

あ
る
い
は
「
惣
百
姓
」
ま
た
「
惣
村
」
な

ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

仙
台
開
府
後
に
藩
の
支
配
の
単
位
と
し

て
「
村
」
と
い
う
呼
称
に
統
一
さ
れ
た
と

見
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

 
地
名
の
由
来 

郷
六
の
地
名
は
郷
六
氏
に
因
む
地
名

で
、
愛
子
・
熊
ヶ
根
・
作
並
の
地
名
と
と

も
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
一
つ
し
か
な

い
、
と
て
も
稀
有
な
地
名
で
あ
る
と
と
も

に
親
近
感
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
ド
が
持
て
る

地
名
だ
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
、
地
名
の
由
来
を
見
て
み
ま
す
。 

宮
城
町
誌
本
編
（
改
訂
版
）
で
郷
六
の

地
名
に
つ
い
て
、
【
『
大
日
本
地
名
辞
書
』

に
は
、「
あ
る
い
は
江
六
に
つ
く
る
、
名
義

知
れ
ず
」
と
あ
る
が
、「
郷
六
城
」
に
居
城

し
た
郷
六
大
膳
な
る
武
将
に
関
係
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
郷
六
大
膳
は
国
分
氏
の 

有
力
な
一
族
で 

…
 

初
め
宮
城
郡
霞
目

村
（
七
郷
村
内
）
の
古
城
の
城
主
で
あ
っ

た
が
、
後
、
宮
城
郡
郷
六
村
の
郷
六
城
に

移
り
、
そ
の
後
代
々
こ
の
地
に
居
城
し
て 

   

郷
六
の
姓
を
名
乗
っ
た
。
郷
六
の
姓
は

郷
六
の
地
に
居
城
し
た
こ
と
に
よ
る

在
名
（
居
住
地
の
名
に
よ
っ
て
付
け
た

苗
字―

在
苗
）
と
思
わ
れ
る
】
と
あ
る

ほ
か
、
【
広
瀬
川
の
流
れ
が
か
つ
て
熊

ヶ
根
や
愛
子
落
合
な
ど
の
峡
谷
に
阻

ま
れ
た
が
、
そ
の
後
長
い
歳
月
の
間
に

障
壁
を
打
ち
破
っ
て
郷
六
の
盆
地
に

侵
入
し
た
。
か
く
し
て
こ
の
地
に
一
大

湖
沼
地
帯
を
現
出
し
た
が
、
更
に
流
れ

は
仙
台
地
区
の
放
山
付
近
の
渓
谷
を

浸
蝕
し
て
奔
流
し
た
。
湖
水
が
減
退
す

る
に
つ
れ
、
三
角
地
帯
を
形
成
し
、
こ

の
間
幾
筋
か
の
江
流
が
流
れ
て
現
在

見
る
様
な
地
形
の
土
地
が
現
出
し
た
】

と
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
第
一
に
「
郷
六
氏
が
霞
目
村

の
古
城
か
ら
郷
六
城
に
移
っ
た
」
と
い

う
の
は
逆
で
誤
り
で
す
。
そ
れ
は
「
仙

台
領
古
城
書
上
」
を
正
し
く
読
み
取
れ 

ば
わ
か
り
ま
す
。
第
二
に
、「
郷
六
の
姓

は
郷
六
の
地
に
居
城
し
た
こ
と
に
よ

る
在
名
」
は
、
そ
の
通
り
で
す
が
、「
郷

六
氏
が
郷
六
の
地
名
が
で
き
る
前
に

郷
六
の
地
に
入
り
、
郷
六
と
い
う
地
名

を
名
付
け
て
郷
六
氏
を
名
乗
っ
た
」
と 

い
う
の
が
真
実
に
近
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
郷
六
氏
が
郷
六
に
住
む
前
に
す

で
に
郷
六
の
地
名
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
で
は
、

果
た
し
て
誰
が
「
郷
六
」
と
名
付
け
た

の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。 

     

   

年
会
費
３
千
円
で
原
則
月
１
回
の
学

習
会
等
の
行
事
に
参
加
可
能
。
た
だ
し
、

史
跡
見
学
等
で
交
通
費
・
見
学
料
等
の

実
費
負
担
が
必
要
に
な
る
場
合
あ
り
。 

 

年
度
途
中
の
入
会
も
可
能
で
居
住
地

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

★
詳
細
の
問
合
せ
先 

 
 

事
務
長 

相
沢
良
雄 

 

☎ 

０
９
０-

６
６
２
６-

９
８
１
９ 

 

入
会
の
ご
案
内 

特集 ― 宮城地区内各地区歴史考 ― 

「郷六地区の歴史 ～その１～」 

第
三
に
、「
こ
の
地
に
一
大
湖
沼
地
帯
を

現
出
し
た
が
云
々
」
の
説
で
す
が
、
何

を
根
拠
に
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。
お
そ
ら
く
想
像
に
過
ぎ
な
い
と

思
い
ま
す
。 

真
実
は
、「
郷
六
氏
が
こ
の
地
に
入
っ

た
時
に
、
大
き
な
広
瀬
川
（
江
）
の
近

く
に
６
つ
の
郷
（
小
字
）
あ
る
い
は
居

住
地
が
存
在
し
て
い
た
、
若
し
く
は
字

並
び
上
体
裁
が
良
い
の
で
、『
郷
六
（
さ

と
む
っ
つ
）
だ
か
ら
郷
六
と
い
う
地
名

に
し
よ
う
』
」
と
い
う
こ
と
で
、
郷
六
の

地
名
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

※
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
紙
面
の
関

係
で
以
下
は
次
号
に
続
き
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
記
事
（
私
見
）
に
対
し

て
疑
問
や
評
論
等
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

は
大
歓
迎
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
（
文 

編
集
者
） 


